
 

 

 

 令和２年４月１４日 

コミュニティスクール２年目です 
おかげさまで、関小学校のコミュニティスクールの活動も

２年目に入りました。コミュニティスクールとは、地域・保

護者・学校の代表からなる委員で構成される学校運営協議会

が組織されている学校のことです。 

4月 8日に令和２年度関小学校学校運営協議会第1回が

開催されました。コロナウィルス感染拡大防止に配慮し、席

の配置、換気、時間設定を行いながらの会議となりました。 

今年度の学校運営協議会のメンバーです。（敬称略） 

会長   黒宮 幸次  副会長  中川 理恵子 

委員   雲林院 孝制 滝本 麻須美 平松 敏幸   

山田 勝彦  福田 明美  田中 愛子   

齋田 恵利  廣森 祐貴  岩間 浩哉    

廣田 晶子  服部 鋼一  山田 康裕 

事務局  谷  伸   林  秀則 

            

議題および、協議されたこと 

第１回の学校運営協議会では、会則、年間活動計画、本年度の学校経営方針・行動計

画、当面の諸課題について等が議題でした。 

会長のあいさつから 

・令和２年度のスタートです。昨年度３月に臨時休業となり、どうなることかと思っ

ていましたが、始業式・入学式が無事開催できました。一番大切なのは、学校が子

どもたちの中にいじめがなく、安心、安全な学びの場となること。地域、保護者、

学校が協力した体制づくりが大切です。 

・新型コロナウィルス感染防止に関しては、マスクなどの予防などできることを進め

ることが大切です。引き続き子どもたちに指導していってほしい。またコロナウィ

ルスに関する差別などがないように、教育活動を進めていってほしい。 
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校長のあいさつから 

・３０年前に初任として関小学校へ赴任した経験があります。今までの学校は学校だ

けで判断して教育活動を進めていましたが、これからの学校経営は地域、保護者、

学校が一体となったものが求められます。その点関小学校は学校運営協議会があり、

自信を持って学校運営を進めていくことのできる道筋があります。 

・それぞれの立場によって願いや思いは違うかと思いますが、共通点を見つけながら、

安心安全な学校づくりを進めていきます。コロナウィルス感染拡大防止の時期です

が、承認をいただき、学校を進めていきたいと考えます。 

学校運営協議会会則(趣旨)についての承認もいただきました 

亀山市教育委員会及び校長の権限及び責任の下、保護者及び地域住民が一定の権

限と責任をもって学校運営に積極的に参画し、その意向を学校運営に適切に反映さ

せることにより、学校と保護者及び地域住民等との信頼関係を深め、地域に開かれ

た信頼される学校づくりを進める。 

学校経営の基本方針・行動計画について 

学校教育目標  

 じぶんで なかまと ふるさとから 夢豊かに学ぶ 関っ子 

  ～地域の「ひと・もの・こと」にふれ、みんなでわかり、 

意欲的に活動する子の育成～ 

特色ある学校づくり 

 ●地域の教育資源を生かした学習活動の推進 

   関宿から学ぶ「ふるさと学習」 認定こども園・小・中が綿密に連携した活動 

 ●「そろえる」活動を軸とした生活力の向上 

    ～あいさつ・整理整頓・言葉遣い等～ 

 ●中学校区内での人権教育の推進 

コロナウィルス感染拡大防止ついて 

●関小学校コロナウィルス対策チームが発足し、４月８日に第  

１回会議が行われました。その資料をもとに委員の方々から 

ご意見をいただきました。 

 ●関小学校における健康観察、手洗い・うがい、換気、校内の消毒、マスクの着用、

給食の進め方について周知いただくとともに、ご意見をいただきました。 

●委員の方からは、マスクの着用を確実に行うために、学校でマスクの作り方の動 

画を流したり、家庭科の実習でマスクを作成してはどうか。給食のマスクは全員 

普段から持ってきているので、それを活用してはどうか。手洗いの掲示物を新た 

に貼ったり、再度通信などで呼びかけてはどうかというご意見をいただきました。 


